
（１）①欄
　　　・政府管掌健康保険（社会保険事務所または社会保険事務局事務所で行っている健康

保険）に加入している場合
「健康保険被保険者証」の記号（たとえば「京いろに」などの「いろに」の
部分）および「番号」を記入する。

　　　・組合管掌健康保険（健康保険組合が行っている健康保険）に加入している場合
社会保険事務所または社会保険事務局事務所で設定している「厚生年金保険
事業所整理記号」（たとえば「港年ＫＡＣ」などの「ＫＡＣ」の部分および
「整理番号」を記入。

これらは、健康保険の被保険者証にも記入する。
（２）標題の「被保険者」と「配偶者」の別および④の年号、○、○および○の欄は、それ

ぞれ該当する文字を○で囲む。
（３）生産または早産の場合は、○に「該当せず」と記入する。
（４）入院しないで分べんした場合は、○と○の欄に「該当せず」と記入する。
（５）女子被保険者が分べんしたための請求である場合は、○および○欄に「該当せず」と

記入する。
（６）⑨の被保険者の印は、被保険者が自ら署名する場合には不要。ただし、○（または○）、

○および○の欄の印は、はっきりと押印する。また、訂正箇所には各記入者と同じ印
を押す。

（７）○欄の「死産」の文字が○で囲まれている場合は、妊娠何ヶ月目の死産であるかを、
かっこ内に書きいれてもらう。

（８）医師・助産婦又は区市町村長が証明するところ（○または○の欄）は、どちらか一方
で証明を受ける。

（９）証明書等が外国語で記入されている場合は、翻訳者の住所・氏名を明記した翻訳文を
添付する。

（10）給付金の受領を他人に委任する場合は、受取代理人の欄に必要事項を記入し、支払金
融機関の欄に受取代理人名義の口座を記入する。

（11）※印の欄は記入しない。
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